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空気水分が平常の変動幅の上限値を超過した要因について
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1．概要

　平成30年9月に周辺監視区域外1地点（比較対照地点）で採取した空気水分中3H放

射能濃度の測定値が平常の変動幅※の上限値を超過した。その要因は当研究所施設以

外の施設寄与によるものである。

※平常の変動幅：東京電力福島第一原子力発電所事故影響が顕著に見られた期間を除く10年

　　　　　　　間分のモニタリング結果（評価期間：平成18年～平成29年（除外期間：平成22

　　　　　　　年～平成23年））

2．測定結果

　空気水分は、週に1回の頻度で採取・分析・測定を行い、各週の測定値を平均して当該

月の測定値を求めている。月測定値の算出には、各週の測定値（NDの場合は定量下限

値）を用いている。表一1に平成30年7月～9月の各月の空気水分中3H放射能測定値

を示す。表一2に9月の各週の空気水分中3H放射能測定値を示す。

表一1各月の空気水分中3H放射能測定値

測定値（Bq／L）　　　採取点

（周辺監視区域外2点） 7月 8月 9月

監視対象地点 ND ND ND
比較対照地点 ND ND 6．7

平常の変動幅 ND
ND：定量下限値（4　Bq／L）未満を示す。

表一29月の各週の空気水分中3H放射能測定値

測定値（Bq／L）　　　採取点
（周辺監視区域外2点） 9／4～9／11 9／11～9／18 9／18～9／25 9／25～10／2

監視対象地点 ND ND ND ND
比較対照地点 ND ND 15±0．3 ND
ND：定量下限値（4　Bq／L）未満を示す。
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3．超過要因の調査結果

1）当研究所の施設寄与について

　有意な値が検出された9／18～9／25の期間においては再処理施設等（注〉から大気への

3Hの放出は定量下限値（3．7×10“5　Bq／cm3）未満であったことから当研究所の施設寄与

はないと判断した。

　（注）主排気筒、第一付属排気筒、第二付属排気筒、高レベル放射性物質研究施設

2）分析機器の異常について

　　当該試料についての再測定、再分析を行った結果を表一3に示す。再測定、再分析

結果にっいては、計数誤差の3倍の範囲内で一致したことから、分析機器の異常はない

と判断した。

　　　　　　　　表一3空気水分中3H放射能測定値（再測定・再分析）

採取点 採取期問 再測定値（Bq／L） 再分析値（Bq／L）

比較対照地点 9／18～9／25 14±0．3 14±0．3

3）相互汚染の有無について

　採取・分析器具は、環境試料中3H専用として使用しており、作業室においては環境レ

ベルを超える濃度の3H試料を取り扱ったことはない。また、液体シンチレーション測定器

においては、測定前にB、G．レベルを確認し、機器汚染のないことを確認している。以上

のことから、採取から測定における一連の作業において相互汚染はないと判断した。

4）対象施設以外の影響について

　　9A21日にJ－PARC物質・生命科学実験施設において3H（3．9×1011　Bq）の管理放

出があった。放出量、気象データ（高層風・地上風）を基に比較対照地点における濃度

計算を行い3H採取量の推定値を求め、環境中バックグラウンド分（約1Bq／L）を含む実

測値と比較した（表一4）。3H採取量の実測値（1．3　Bq）が推定値の範囲（0．39～1．7　Bq）

内に入る。以上のことから、今回、比較対照地点で採取した空気水分中3H放射能濃度

が平常の変動幅の上限値を超過したのは、上記管理放出と、その放出時間帯において

安定した風向・風速で比較対照地点の方角に風が吹いていたという気象条件が重なった

ことが要因である。

表一4比較対照地点における3H採取量（実測値・推定値）

実測値 推定値
採取期間

3H濃度（Bq／L） 捕集水分量（L） 3H採取量（Bq） 3H採取量（Bq）

9／18～9／25 15±0．3 0，088 L3±0．02 0．39～1．7

以上
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J-PARC 物質・生命科学実験施設における 3H の管理放出について 
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 J-PARCでは、放射線障害防止法で定められた濃度限度のさらに 1/10以下になるように、

排気筒ごとに放出管理値を定め、その値を超えないように管理している。 

 

１） 作業概要 

 物質・生命科学実験施設では、陽子ビームの入射により中性子標的容器（ステンレス

製）が劣化するため、年に 1 回程度、新しい標的容器と交換している。使用した標的容

器の内面には、中性子を発生させる際の原子核反応で生じた 3H が吸着されており、標

的容器の交換時には、その 3H が空気中に遊離する。標的容器の交換作業は、負圧管

理されたホットセル内で行われ、ホットセル内に放出された 3H は、物質・生命科学実験

施設の排気筒より管理放出している。 

今回の標的容器の交換作業についても、計画どおりに実施され、設備・機器にも異

常はなかった。 

 

２） 交換作業の日時 

 平成 30 年 9 月 21 日 14 時～18 時 

 

３） 今回の交換作業に伴う放出量 

物質・生命科学実験施設の排気筒における 3H の放出管理値と、今回の標的容器交

換作業に伴い放出された値を下記に示す。本交換作業に伴う 3H の放出量は、放出管

理値に対して 1.6％であった。また、今回の放出を含めた当該四半期の空気中平均濃

度は 1×10-5 Bq/cm3 未満であり、法令値（5×10-3 Bq/cm3）に対して十分に小さい

（1/500 未満）。 

 
3H の放出管理値

（A）  

今回の交換作業に伴う 
3H の放出量（B）  

放出管理値に対する 

今回の放出量の割合（B/A） 

2.5×1013 Bq/3 月 3.9×1011 Bq  

 （4.4×1011 Bq）注 
0.016 

 (0.018) 注 

（注）当該四半期（平成 30 年 7 月～9 月）の 3H の総放出量 

 

以上 




























